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1. はじめに 
2006 年から開始された 6 年制薬学教育は、5 ヶ月に及ぶ実務実習の導入を大きな柱とし、様々な
教育改革が実施されてきた。その一環として、実務実習前の 4 年次生を対象に臨床現場で学習する
に相応しい基本的な知識･技能･態度が習得できているかを測定する「共用試験」が実施されるよう
になり、2018 年度の実施で 10 回の節目を迎えた。共用試験のうち、技能・態度を評価する OSCE





学における SP 養成の歴史と現状を振り返り、今後の SP 養成における課題について考察する。 
 
2. 日本における SP 活動と東京薬科大学模擬患者研究会（SP 研究会）誕生の経緯 






に代わるものとして SP を活用した教育が行われるようになった。特に 1994 年に川崎医科大学総合
診療部で OSCE を用いた臨床能力評価が開始され、1996 年以降医学教育学会による基本的臨床技
能教育ワークショップが毎年開催されるようになったことが、SP 活用拡大のきっかけとなった 3)。
そして、2001 年より医学部・歯学部で OSCE トライアルが開始され、2005 年 12 月の正式実施に
牽引される形で、全国的にすべての医学部・歯学部に SP を活用した教育が広まった。 
薬学部においては医学部に遅れること 4 年、6 年制教育導入に伴い実施されるようになった実務
実習事前学習ならびに OSCE の導入を契機に、全国薬学部に SP を活用した教育が広く普及するこ
とになった。東京薬科大学薬学部でも 2009 年 9 月からの 4 年次実務実習事前実習と、同 12 月の
OSCE 実施が決定したことを受けて、2007 年 7 月に SP 委員会が発足し、同 8 月に八王子・南多摩・
北多摩薬剤師会から計 10 名の先生を外部有識者として迎え、SP 育成推進委員会が新設された。実
務実習事前実習遂行には学生 10 名あたり SP 1 名が必要であると試算されたため、発足当時の最優 
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受けた SP 参加希望者に対して、2008 年 11 月～2009 年 7 月に第 1 期・第 2 期の SP 基礎講習会を
開催し、2009 年 9 月 1 日に研究会規約を制定してボランティア組織である「東京薬科大学模擬患
者研究会」が発足した。当初会員数は 59 名であったが、一時は 110 名を超えるまで会員数が増え、
2019 年 1 月現在 78 名の会員が在籍している。 
 
3. SP の役割と活動について 
SP には、Standardized Patient（標準模擬患者）と Simulated Patient（模擬患者）の 2 つが存
在する。Standardized Patient は、OSCE など試験に参加する SP を指し、ある技能や態度を評価
するために標準化された患者役であることを求められる。一方 Simulated Patient は、シナリオに
基づいて患者役を演じるが、症状について話をするだけでなく実際の患者と同じように不安を訴え
たり、学習者の問いや態度によって応対に変化を付けるなど自由度の高い演技が求められる。本研















ョンの専門家を招き講演会を開催したり、外部の SP 研究会との交流会や勉強会に本学 SP を派遣
するなどし、本学学生に対し効果的な学習が提供出来るよう、SP としての研鑽にも努めている。 
 
4. 東京薬科大学での SP 活用例 
 本学では様々な場面で SＰを活用した教育が実践されている。2017 年度と 2018 年度の活動実績




4-1 実務実習事前実習（薬学部 4 年生対象） 






























4-3 人間と薬学Ⅱ（薬学部 1 年生対象） 
 人間と薬学Ⅱでは、「人間・病者を理解し、信頼される薬剤師になるための基本的態度と人間への
共感的態度を学ぶこと」を目的としている 4）。当該授業の一部として実施されていた「やまいの語
り」に、当研究会から SP を派遣した。この授業では SP 本来の目的である患者を「演じる」とい
う役割から離れ、SP が自らの闘病談を受講生に語り、受講した学生は SP の闘病談を元とした SGD
を通して、医療人としての受容的・共感的な態度を身につけることを目的として実施された。 
















おける患者役を演じている。SP にとって当該学習は毎年 12 月に実施される OSCE に向けて、
Simulated Patient から Standardized Patient へ思考と行動を切り替える、極めて重要な期間とな
っている。 
 
5. 東京薬科大学 SP 研究会の課題 
養成開始から 10年を迎えた東京薬科大学 SP研究
会は、現在会員数 78 名を有している。年間の SP 総
出動数は、のべ人数にして毎年 1000 人を超えてい












あり、恒常的な SP 募集活動が欠かせない。SP 研究会には現在 20 名の本学卒業生が所属しており、
統計上他の SP より有意に在籍年数が長いことが明らかとなっている（図 2）。これは単に本学卒業
生が母校愛に溢れている結果というだけではなく、SP 研究会設立当初に入会下さった在籍年数の
長い SP は、同窓会誌を介して SP に応募したという経緯の表れであると考えられる。この結果か















の約 49％が 10～20 年後に AI に代替可能であるとの推計結果が発表されている 5)。幸いと言うべ
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図 2 SP 研究会員の平均在籍年数 
*p <0.05 
－ 60 －
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